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【公開番号】特開2010-228060(P2010-228060A)
【公開日】平成22年10月14日(2010.10.14)
【年通号数】公開・登録公報2010-041
【出願番号】特願2009-79656(P2009-79656)
【国際特許分類】
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   Ｂ２３Ｂ  15/00     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年11月30日(2011.11.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　モータ１１２がワーク収容部１１０に並設されている。このモータ１１２の駆動によっ
て回転される螺旋軸１１３が主軸軸線Ｃと平行に配置されている。この螺旋軸１１３に、
螺旋軸１１３の回転によって螺旋軸１１３に沿って進退移動するナット１１３ａが螺合さ
れている。ナット１１３ａは、ワーク収容部１１０に突設された連結部材１１４の先端に
取り付けられている。
　上記モータ１１２，螺旋軸１１３，ナット１１３ａ等によってワーク収容部駆動手段が
構成され、モータ１１２の駆動によって、ワーク収容部１１０が主軸軸線Ｃと同方向に進
退移動する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
［作用］
　次に、図３及び図４を参照しながら、上記のワーク供給装置の作用を説明する。
　図３（ａ）に示すように、前記のように作業位置Ａでチャック２２０に把持されたワー
クＷは、自動旋盤によって加工される。なお本実施形態においてワーク収容部１１０は、
作業位置ＡにワークＷを供給した後、チャック２２０に把持されたワークＷと、ワーク収
容部１１０の前端との間に隙間が形成されるように僅かに後退する。加えてワーク収容部
１１０は前記のように支持され、軸心を中心として自由に回転することがない。
　このため本実施形態の自動旋盤は、ワークＷを主軸２と一体的に回転させ、ワーク収容
部１１０内で静止するワークＷと非接触状態で安定して加工することができる。またワー
ク収容部１１０は、ワークＷを静止状態で安定して収容することができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　ワークＷの加工が終了すると、図３（ｂ）に示すように、工具ＴがワークＷから退避し
、前記のように後退したワーク収容部１１０が、前記のようにワークＷの供給を行う位置
に前進し、チャック２２０による加工済みのワークＷの把持が解除された状態で、図３（
ｃ）に示すように、押し棒１３０を前方に移動させ、作業位置ＡにワークＷを供給する。
図４（ａ）に示すように、ワークＷの供給の際、作業位置Ａの加工済みのワークＷは供給
されるワークＷによって押し出されて主軸２から脱落し、図示しないワーク回収装置等に
よって回収され、作業位置Ａに供給されたワークＷがチャック２２０によって把持される
。その後前述のようにワーク収容部１１０が後退した状態で、自動旋盤によるワークＷの
加工が可能となる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図３】

【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
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【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図４】

【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図５】

【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図６】

【手続補正８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図７】
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